
 

成30年 度 

エコ リス板橋 

境活動大賞 

 

 受賞者紹介 【地球環境・エコライフスタイル部門】 
活 動 名 バス停の掃除 

名  前 鈴木
す ず き

 昭夫
あ き お

 

団 体 詳 細 株式会社 日本住設サービス 社員10名 

活 動 期 間 平成60年頃 より 現在まで 

活動を始めたきっかけ 町の玄関であるバス停が汚かったので始めた 

目 的 地域の清掃 

活 動 内 容 
朝の時間を利用して、近くのバス停は毎朝。週１回家から３キロくらいまで

の汚れが気になるところを清掃する。 

特 色 少しずつ、街がきれいになってゆくのが分かり楽しい。 

継 続 性 ・ 頻 度 

バス停の前に社宅ができ、工事期間中、止めていたがその後また始めた。

35年続けてきた。以前は、週１回、社員も共にしていたが、３年前より私

一人で毎朝行っている。 

効 果 
板橋青果市場の周りも以前はトラックが落とすごみで非常に汚れていたが、

最近は市場の人が清掃をするようになりきれいになってきた。 

地 域 と の 連 携 
町の人も、私が清掃をしていることに気づいて、ゴミやたばこの吸い殻を捨て

なくなった。 

表彰履歴・実績等 平成28年６月 警視庁安全衛生課より表彰 

今 後 の 展 望 最近は、自分の健康を維持するためにも続けていこうと思っている。 

そ の 他 子供たちに清掃をしている姿を見てもらいたい。 



 

成30年 度 

エコ リス板橋 

境活動大賞 

 

 受賞者紹介 【産業環境アクション部門】 
活 動 名 板橋エコアクションを通じたエネルギー節減活動 

名  前 山生建設株式会社
やませけんせつかぶしきがいしゃ

 代表取締役
だいひょうとりしまりやく

 山生
や ま せ

 隆司
た か し

 

団 体 詳 細 団体設立 昭和32年１月 ・ 団体構成員９名 

活 動 期 間 平成18年４月１日 より 現在まで 

活動を始めたきっかけ 

地球温暖化対策を企業として考えなければと模索していた際、板橋区が環境問題を改善するた

め、エコアクションのマネジメントシステムを開始したと知り、その活動方針に賛同し、出来ることから始

めようと参加いたしました。 

目 的 
各現場ごとの産業廃棄物の完全分別の徹底、再資源化の実現努力。 

組織内での環境保全、環境改善に対する活動方針の周知徹底。エネルギーの節減目標の設定。 

活 動 内 容 

板橋エコアクション2008のエコレポート作成 

・エコアクションと各種項目の目標の設定および実践計画の作成 

・エネルギー等の使用量の記録（節減） 

・一般廃棄物、産業廃棄物等の排出量の記録 

・ごみの完全分別実施（再利用化の推進） 

・環境状況の改善策の見直し 

・組織内のエコアクション及び目標の周知の徹底 

・緑のカーテンの実施（５月～９月） 

・グリーン商品の購入 

・エコドライブの徹底 

特 色 
・エネルギーの節減目標の達成を日々意識し、個々が環境改善に取り組むきっかけとなった。 

・緑のカーテンを始めてから、近隣の方とのコミュニケーションが多くなった。 

継 続 性 ・ 頻 度 

平成18年よりエコアクションの活動レベルＣに参加。 

年度ごとに活動の認定を板橋区からいただき、現在も実行中です。 

緑のカーテンも、毎年行っています。 

効 果 

エネルギーの節減等の対する組織内の意識は定着したようです。 

各現場において、計画（Plan）・実施（Do）・点検（Check）・見直し（Action）を考慮し、

環境負荷を低減できています。 

今 後 の 展 望 

引き続き、エコアクション2008を実施し、環境改善、環境保全に取り組んでいきます。 

建設業者として、地域社会に建物自体のエコ環境の商品紹介（遮熱塗料・LED照明・二重サッ

シ・雨水の再利用・太陽光発電システム他建材）や施工等を推進していきます。 

そ の 他 
・事業所の室内照明をLEDに交換した。 

・事業所の屋根を遮熱塗料にて、塗り替えをした。 



 

成30年 度 

エコ リス板橋 

境活動大賞 

 

 受賞者紹介 【産業環境アクション部門】 
活 動 名 板橋エコアクションを通じたエネルギー環境保全活動 

名  前 第五冷暖房株式会社
だいごれいだんぼうかぶしきがいしゃ

 代表取締役 髙橋 重行 

団 体 詳 細 団体設立 昭和51年５月 ・ 団体構成員16名 

活 動 期 間 平成18年９月15日 より 現在まで 

活動を始めたきっかけ ISOの9001をとったころに環境について何かできないかと考えたのがきっかけです。 

目 的 
ごみの分別やリサイクルといった環境について何かできないかと考えたのがきっかけです。 

板橋エコアクションの活動レベルＣを達成している。 

活 動 内 容 

・空調機の適温設定や使用しないOA機器のこまめなスイッチオフを実施している。 

・不必要なものは購入せず、必要なものはグリーン購入が有効か判断し、購入している。 

・ダンボールやペットボトル、鉄くず等のリサイクルの徹底。 

・コピー機に裏紙を使用する等環境に配慮するようにしている。 

・エコカーの利用や区内外の移動は自転車や電車等を利用するようにしている。 

・事業所周辺の掃き掃除をほぼ毎朝実施。 

特 色 リサイクル・環境に配慮した活動を心がけている。 

継 続 性 ・ 頻 度 

分別はその都度、昔から行っており、平成18年９月より板橋エコアクションのレベルＣに

参加してからは、意識的に行うようになった。社員全員がエコアクションを念頭に置いて行

動している。また、きめ細やかにエコアクションを継続していくために、新入社員に対しても

引き継いでいる。 

効 果 

廃棄物処理費が前年より削減された。工事現場や会社内でごみの仕分けができるよう

になり、ごみ置場の環境が改善された。また、社員一人ひとりが環境意識を持ち始め、

積極的にリサイクルなどに配慮した行動に移行している。 

今 後 の 展 望 

世界情勢や熊本地震もあり、社員一人ひとりが環境問題を身近に感じており、より一層

環境保全の意識を高め、活動の重要性・継続性を認識している。今後もごみのリサイク

ルだけでなく、会社内の照明をLEDに変更するなど環境に配慮した活動の継続に努めて

いく。 

そ の 他 断熱シートを窓に取り付け、冷房効率の改善に努めている。 


